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「令和６年度「アルバム」の終わりに」 

恵庭市立柏陽中学校長 前田 真志 
今年度の生徒会テーマである「アルバム」が、13日の卒業式、そして本日の

修了式をもって閉じることになりました。この一年間の保護者・地域の皆様の
御支援・御協力に感謝申し上げます。  
３月13日に行われた第44回卒業証書授与式では、104名の生徒が巣立っていきました。柏陽中

学校の式の中には、生徒会が主催となって「交歓の詩」という内容を毎年盛り込むことをして
おります。 
その中では、現生徒会長から心温まる送辞と、在校生による合唱曲「あなたへ」の発表があ

りました。この日に至るまで、学年の練習や、合同の練習で音楽科教諭の指導を受け、１・２
年生が心を込めて歌いあげました。その思いは、卒業生にしっかりと届いたと思います。 
また、卒業生からは前生徒会長から答辞と合唱曲「正解」が披露されました。とても難しい

曲でしたが、さすが３年生です。涙をたたえながら歌っている姿は多くの人に、感激を伝える
ものとなりました。 
さらに、卒業生からはこの場を使って、３年生の先生方に「たしかなこと」（小田和正 2005年）

の歌のプレゼントと、各学級から歌の合間に担任や学年の先生に御礼のメッセージを送るとい
うサプライズがあり、会場はとても温かな雰囲気に包まれました。最後の最後まで、自分たち
で考え行動する「自律」を演じた卒業生の姿に、この１年が表れたと感じました。 
多くの思い出が｢アルバム」の中に刻まれた１年でした。その中には、保護者・地域の皆様の

温かい御支援・御協力があってのことだと改めて感じております。重ねて御礼を申し上げます。 
柏陽中で育った生徒が、これからも地域社会や成長するそれぞれの場所で、誰からも信頼を

受ける人物であってほしいと願ってやみません。 
今年度の重点教育目標「夢をもち 地域に根ざし 自律する生徒」の教育活動全てを終えます。 
次年度も、変わらぬ御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げ、御挨拶とさせていただ

きます。誠にありがとうございました。 
 
別れの３月。この春に９名の職員が柏陽中学校を離れることになりました。これまでの間、生徒の皆さん、
保護者・地域の皆様には様々な面でたいへんお世話になりました。離任の挨拶を掲載します。 
 
◆前田 真志校長先生   江別市立中央中学校へ 
校長採用となり３年という歳月を、柏陽中で勤務させていただきました。素直な生徒、惜し

みない協力をいただいた保護者の方々、そして柏陽中を愛して止まない地域の皆様の絶大な応
援により、教育活動を推進できたことを光栄に思います。後ろ髪を引かれる思いですが、いた
だいた財産を元に次の任地でも務めて参ります。誠にありがとうございました。 
◆植松 寛先生      石狩市立石狩中学校へ 
柏陽中学校に赴任して４年が経ちました。２・３年目には算数のTTとして、若草小学校へ。

その時の６年生が柏陽中学校の顔となるのかと思うと時間が経つのは本当に早いものだと実感
しているところです。この４年間、生徒のみなさん、保護者の皆様、教職員の方々から多くの
ことを学ばせていただき、支えていただきました。この経験を大切に、次の学校でも頑張りたい
と思います。お世話になった皆様に心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
◆樫尾 夢実先生     日高町立日高中学校へ 
３年間、大変お世話になりました。柏陽中で過ごした３年はあっという間で、素直でパワフル
な生徒に毎日元気をもらいながら、私自身も楽しく過ごさせていただきました。柏陽中を離れ
るのはさみしいですが、みなさんの笑顔を思い出しながら、新天地でも頑張ります。少し離れ
た場所からになりますが、今後もみなさんのことを応援しています。支えていただいた保護者
の皆様・地域の皆様、本当にありがとうございました。 



◆折田 将吾先生     新篠津村立新篠津中学校へ 
大学卒業から６年間、お世話になりました。柏陽中の皆さんは、人懐っこく、廊下ですれ違

ったときには元気な挨拶をしてくれるのがとても素敵だなと思います。また、体育祭では他学
年の競技を全力で応援する姿に感動しましたし、柏陽祭の生徒会企画では声を上げながら楽し
むことができる温かい雰囲気があり、そんな皆さんと過ごすことができて幸せでした。この度
の異動で新篠津村立新篠津中学校に務めます。少し恵庭とは離れますが、皆さんのご活躍を応
援しています。ありがとうございました。 
◆伊藤 由香里先生（栄養教諭）  恵庭市立恵庭小学校へ 
在校中は大変お世話になりました。短い期間でしたが私にとって充実した濃い２年間だった

と思います。成長期の真っただ中の生徒にいかに食事の重要性を伝えるかが私の課題でしたが、

食育の授業を通して食べることの重要性、人はバランスと戦うフードファイターであること、健
康を勝ち取るために役立つ授業を意識し、生徒に伝えてきたつもりです。これからも皆さんが健
康的に素晴らしい人生を歩んでいくことを応援しています。本当にありがとうございました。 
◆竹田 智之先生     ニセコ町立ニセコ中学校へ 
１年間という短い期間でしたが大変お世話になりました。柏陽中学校で過ごした１年間は本当
に楽しく充実した毎日を過ごさせていただきました。授業を通して新しい挑戦ができました。
生徒の皆さん、保護者の皆様、先生方、素敵な時間をありがとうございました。至らぬ点も多
々あり、ご迷惑おかけしましたが、皆様のおかげで乗り越えることができました。柏陽中生の
活躍を遠い地から応援しています。１年間本当にありがとうございました。 
◆猪俣 日向子先生（養護教諭）  江別市立野幌若葉小学校へ 
柏陽中学校で過ごした２年間は、充実した毎日で時間があっという間に過ぎていったように

感じます。時につまずいたり悩んだりしながらも、前を向いてひたむきに頑張ろうとする生徒
の皆さんの姿に、たくさんの勇気をもらいました。皆さんと過ごした思い出を糧に、新天地で
も頑張ります。大好きな柏陽中学校を去るのは寂しいですが、これからも皆さんのことを応援
しています。ありがとうございました。 
◆小野 規子先生     任期満了 
７カ月という短い期間でしたが、大変お世話になりました。優しく素直な柏陽中学校の生徒

と音楽の授業を通して沢山の交流ができ、幸せな時間を過ごすことが出来ました。柏陽祭の合
唱コンクールや卒業式で力いっぱい歌う姿をいつまでも忘れません。ありがとうございました。 
◆種畑 敏恵さん（業務主事）   恵庭市立恵庭中学校へ 
柏陽中学校では５年間の勤務でした。直接生徒の皆さんと関わる機会は少なかったのですが、

温かみのある柏陽中の雰囲気の中で楽しく勤務することができました。これまでたいへんお世
話になりました。 
 
 
第４４回卒業証書授与式 １０４名の卒業生が学舎から旅立つ！！ 
 
３月１３日（木）に１０４名の３年生一人ひとりに校長先生から卒業証

書を手渡され、それぞれの未来に向かって旅立っていきました。式歌とし
て、在校生から「あなたへ」が、卒業生からは「正解」が披露され、心を

込めた歌声が体育館に響き渡りました。そして、式の最後にはサプライ
ズとして卒業生から歌と感謝のメッセージが贈られました。堂々とした姿
で立派に旅立つ卒業生に大きな感動をもらいました。3年生の皆さん、
ご卒業おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 
１３日間の休業期間中も、健康管理や交通事故、 

河川の増水などに十分気をつけて過ごしてください。 

 

年度末・年度始休業（３月２５日～４月６日） 

４月７日(月) 第４５回入学式 13:30～ 

 


